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『舞姫 Jのポリフォー
Polyphony in the Text of“Maihime” 
林 正子本
Mori Ogai’s“Maihime，” his first significant literary publication 
(January 1890), is a short story of no more than 41 manuscript sheets. 
Yet the work has remained controversial ever since its appearance and 
has been the object of a wealth of interpretations, ranging from the 
thematic, empirical, stylistic and comparative to studies of structure or 
applications of symbolic logic. Indeed, the work is remarkable among 
those of the modern period for having generated so much commentary 
that the history of“Maihime”criticism is now a field of research in its 
own right. The text remains problematical, however, and the present 
study seeks to identify its structural uniqueness under the category of 
“polyphony." 
The text of“Maihime”is generated by an uneasy synthesis of the 
author’s self-awareness and his literary ambitions, his recognition of 
reality, and his self-deception in confronting the text of“Maihime.” 




The pattern of the author’s self-recognition is mediated by the self-
reflection, and fictions, of Toyotaro. In effect, we can see that in this his 
first published work Ogai had already worked out a conception for 












































































































































































































































豊太郎の語りの位相を最後に確認しておきたい。母 ・官長 ・留学生仲間 ・シ
ャウムベルヒとの関係性が豊太郎によって既に相対化されて語られていたの


































































ツ編の『ドイツ短編集.！ (Deutscher Novellenschatz. herausgegeben von Paul 





(6）「結末からの物語一一一 『舞姫Jにおける一人称一一一」 『文体としての物語.！ （昭
63. 4筑摩書房）所収。原題「『舞姫』試論」（「成城国文学論集j昭59.6) 
［付記］
「会議録」のテクスト引用は岩波書店版 『鴎外全集J第一巻（昭46.11)により、
適宜、新字体に改めた。尚、発表時間の都合上、先人の諸説紹介を省略せざるを得
なかった。論証不足の点もあると思うが、今回の研究発表に関連して同題の拙稿（「岐
阜大学国語国文学J第19号 1989. 2）を併せてお読みいただければ幸いである。
討議要旨
谷学謙氏より「母とか上官たちは、豊太郎とは考え方、認識が違うのであ
って、別にだましたわけではない。欺いたというふうには言えないのではな
いか」との疑問が出された。発表者は「欺く」という言葉をもう少し広く、
「自分の価値感で相手を誘導していく」という意味で使ったのだ、と答えられた。
松本鶴雄氏より、資料2について、近代小説の登場人物ならこういった関
係をとるのはあたりまえで、これを「まなざしのドラマ」として「舞姫」の
特徴とみるのは、無理があるのではないか、という意見が述べられた。発表
者は「他者によってどう見られているか、ということを契機にして豊太郎は
自己像を獲得し、その自己像を洞察することになるのである。その点は豊太
郎の自己洞察の在り様として確認すべきだと考えるJと述べられた。
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